
肥

料
の
急
激
な

値
上
が
り

令
和
４
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

な
ど
を
背
景
と
し
た
化
学
肥
料
の

原
料
価
格
の
上
昇
に
加
え
、
海
上

運
賃
の
急
騰
、
円
安
の
進
行
な
ど

の
複
合
的
な
要
因
で
急
激
に
肥
料

価
格
が
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

図
１
は
化
学
肥
料
の
原
料
で
あ
る

尿
素
、
り
ん
安
、
塩
化
加
里
の

輸
入
価
格
の
推
移
を
示
し
て
お
り
、

令
和
３
年
後
半
か
ら
価
格
が
急
上

昇
し
て
い
ま
す
。

特
に
り
ん
安
と
塩
化
加
里
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
規
模
な
鉱

床
由
来
の
り
ん
鉱
石
や
加
里
鉱
石

か
ら
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ン

鉱
石
は
中
国
、
モ
ロ
ッ
コ
及
び
エ

ジ
プ
ト
が
、
加
里
鉱
石
は
カ
ナ
ダ
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
が
主
産
国
で
あ
り
、

資
源
を
持
た
な
い
我
が
国
は
ほ
ぼ

全
量
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

両
鉱
石
は
可
採
年
数
が
今
後
２
～

３
百
年
ほ
ど
の
有
限
で
貴
重
な
資

源
で
も
あ
り
ま
す
。

肥

料
価
格
高
騰
対
策

事
業
に
つ
い
て

こ
う
し
た
肥
料
高
騰
へ
の
対
応

策
と
し
て
、
農
水
省
は
農
業
者
の

肥
料
費
負
担
の
支
援
制
度
と
し
て

事
業
化
し
ま
し
た
。
支
援
は
対
象

と
な
る
肥
料
が
令
和
３
年
の
秋
肥

と
令
和
４
年
の
春
肥
で
、
化
学
肥

料
低
減
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
前

年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
の
７

割
を
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

化
学
肥
料
低
減
に
向
け
た
取
組
と

し
て
、
提
示
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
２
つ
以
上
を
選
択
し
て
取
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
の

一
つ
に
「
土
壌
診
断
に
よ
る
施
肥

設
計
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

Ｐ

Ｋ
パ
ッ
ク
分
析
」

に
つ
い
て

こ
の
国
事
業
の
実
施
に
あ
た
り

本
会
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
生

産
者
の
皆
様
か
ら
の
土
壌
分
析
へ

の
要
望
に
広
く
お
応
え
す
る
た
め

に
、
分
析
項
目
を
２
成
分
に
絞
っ

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
水
田
の
可

給
態
リ
ン
酸
、
置
換
性
カ
リ
の
分

析
結
果
を
集
計
し
た
表
を
裏
面
に

示
し
ま
し
た
の
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

各
品
目
と
も
に
適
正
値
と
さ
れ

る
青
棒
を
超
え
た
地
点
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
園
芸
作
物
ほ
ど
顕

著
で
あ
り
、
特
に
施
設
栽
培
で
は

過
剰
な
圃
場
が
数
多
く
み
ら
れ
、

年
を
追
う
ご
と
に
過
剰
圃
場
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
傾
向
を
県
が
示
し
て
い
る

減
肥
目
安
に
当
て
は
め
る
と
、
土

づ
く
り
の
指
標
値
を
超
え
て
い
る

圃
場
が
約
80%

以
上
で
あ
り
、
約

半
数
の
圃
場
で
リ
ン
酸
、
カ
リ
が

過
剰
と
な
っ
て
お
り
、
減
肥
が
必

要
な
圃
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

Ｐ
Ｋ
パ
ッ
ク
分
析
は
適
正
施
肥

を
念
頭
に
お
い
た
減
肥
を
図
る
う

え
で
重
要
な
指
標
を
示
す
分
析
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
Ｐ
Ｋ
パ
ッ
ク
分
析
」
の

お
問
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
！

土
壌
分
析
に
基
づ
く
減
肥
に
つ
い
て

～

リ
ン
酸
、
加
里
の
分
析
に
よ
る
減
肥
の
可
能
性
～
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肥

た
効
率
的
な
分
析
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
「
Ｐ
Ｋ
パ
ッ
ク
分
析
」
を
新
設

し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｋ
パ
ッ
ク
分
析
は
土
壌
の
分

析
項
目
を
可
給
態
リ
ン
酸
と
置
換

性
カ
リ
の
２
成
分
と
す
る
こ
と
で
、

分
析
点
数
の
増
大
が
図
ら
れ
ま
す
。

分
析
項
目
を
リ
ン
酸
と
カ
リ
に

絞
っ
た
の
は
、
以
下
の
4
つ
の
理

由
に
よ
り
ま
す
。

①
価
格
高
騰
は
主
に
リ
ン
酸
、
カ

リ
肥
料
の
原
料
の
高
騰
に
起
因
し

て
い
る
こ
と

②
県
内
耕
地
土
壌
の
リ
ン
酸
や
カ

リ
の
養
分
状
態
は
、
減
肥
が
可
能

な
過
剰
な
土
壌
の
割
合
が
比
較
的

高
い
こ
と

③
リ
ン
酸
や
カ
リ
の
減
肥
試
験
の

実
証
事
例
が
多
く
、
減
収
の
リ
ス

ク
が
低
い
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と

④
窒
素
は
作
物
の
生
育
収
量
に
強

く
影
響
す
る
の
で
、
減
肥
に
よ
る

減
収
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

②
の
県
内
土
壌
の
養
分
状
態
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
本
会

Ｐ
肥

図１ 肥料原料の輸入価格の推移（農水省）

(千円/t)

2022年
４月
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令和３年度土壌分析によるリン酸・加里の状況について
分析機関：ＪＡ全農福島 農業技術センター

図1 キュウリほ場の可給態リン酸レベル別
地点頻度分布

図２ キュウリほ場の置換性カリレベル別
地点頻度分布

図3 トマトほ場の可給態リン酸レベル別
地点頻度分布

図4 トマトほ場の置換性カリレベル別
地点頻度分布

２．トマト（分析点数：509点）

１．キュウリ（分析点数：484）

図5 水田の可給態リン酸レベル別
地点頻度分布

３．水稲（分析点数：689点）
水稲の置換性カリについては放射性物
質吸収抑制のため福島県では以下の情
報が発信されておりますのでご確認願
います。

令和４年度酸米の放射性セシウム吸
収抑制対策（福島県農林水産部）

基
準 多い
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